忠臣蔵, すなわち忠誠な同盟, 日本の物語［仮名手本忠臣蔵］ by Takeda  I. & Dickins  F. V.
Chiushingura, or, The loyal league, a Japanese
romance
著者 Takeda  I., Dickins  F. V.
雑誌名 日文研所蔵欧文図書所載　海外日本像集成　第2冊
：1871～1877
巻 2
ページ 201-203
発行年 2007-03-30
その他のタイトル 忠臣蔵, すなわち忠誠な同盟, 日本の物語［仮名手
本忠臣蔵］
URL http://doi.org/10.15055/00001942
Couteaupourramasserla
laqUeqUICOUIe
流 れ 出 た漆 を 寄 せ 集 め る た め の
小 刀[掻 箆]
Instrurnentpourfalredes
lncisionsauxpe血tesbranches
小 枝 に切 り込 み を入 れ る た め の
器 具[庖 丁]
Instrumentpourenlever
l'ecorcedesgrandsarbresa
laquedltsarbresalaque
femelle
雌 の 漆 の 大 木 の樹 皮 を剥 ぐた め
の 器 具[皮 剥 ぎ鎌]
Vaseenformedetubeouest
reCUellllelaIaqUe
寄 せ 集 め た漆 を入 れ る管 の 形 を
した容 器[掻 取 り壺]
InStrUmentpOUrramaSSerla
laquequicouledesbranches
lnclsees
切 り込 まれ た 枝 か ら流 れ る漆 を
集 め る た め の 器 具[せ しめ 箆]
FruitsetfeuillesdeI'arbrea
laquedemontagne
ヤ マ ウル シの 実 と葉
Entaillesfaitessurunarbrea
Iaqueaveclekak1-garna.
掻 鎌 に よ っ て漆 に つ け られ た 傷
[樹 皮 を傷 つ け る 図]
Entalllesfaltesauxbranches
枝 に つ け ら れ た傷[枝 へ 傷 つ け
る 図]
Frult(envralegrandeur)
実(実 物 大)
Kak1-gamaaveclemorceaude
barnboumlsentravers
横 に抜 け る 竹 の 断 片 の つ い た
掻 鎌[竹 を は め た る掻 鎌]
Manierederecuellllrlalaque
sortledeslnclslons
切 り口 か ら出 た 漆 を寄 せ 集 め る
方 法[枝 よ り漆 を掻 き取 る 図]
Frultsetfeulllesdelalaque
grlmpante(vralegrandeur)
蔓 性 の 漆[ツ タ ウ ル シ]の 実 と葉
(実物 大)
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Orignal
[原著 扉]
Tsurugaoka,Wakasanoske,
Yenya,Moronawo.
鶴 ケ 岡,若 狭 介,塩 谷[判 官],
師 直.[鶴 ケ 岡 ノ場]
TheLadyKawoyopresents
thehelmetofNittatoHis
HighnessNawoyoshi.
顔 世 夫 人 は新 田 の か ぶ とを直 義
殿 下 に 差 し 出 す[仮 名 手 本 忠 臣
蔵 大 序 兜 改]
TheMeetingofKonamiand
Rikiya,
小 浪 と力 弥 の 出 会 い[桃 井 館
ノ場]
TheBrutalityoftheBannai,
Sagisaka.
鷺 坂 伴 内 の 野 蛮 な 行 為[使 ノ場]
Moronawocringesbefore
Wakasanoske.
師 直 は 若 狭 之 助 の 前 で 縮 み 上 が
る[桃 井 立 腹 ノ場]
TheQuarrelbetweenYenya
andMoronawo.
塩 谷 と師 直 の 間 の 口 論[殿 中 喧
嘩 ノ 場]
GoyemonreproachesKudaiuin
thepresenceoftheLady
Kawoyo.
卿 右 工 門 は 九 太 夫 を 顔 世 夫 人 の
面 前 で 叱 る[顔 世 住 居 ノ場]
TheMassageofDeath.
死 の 通告[上 使 ノ場]
TheAgonyofYenya.
塩 谷 の 苦 悩[切 腹 ノ場]
Yuranoskeswearstorevenge
hislord'sdeath.
由 良 之 介 は彼 の主 君 の 死 の 復 讐
を誓 う[城 渡 ノ 場]
TheRencontreofKampeiand
Sadakuro.
勘 平 と定 九 郎 の 出 会 い[出 合
ノ場]
TheMurderofYoichibei.
与 一 兵 工殺 し〔銕 炮 ノ場]
202 .1875
Kampeiforbidsthedeparture
ofOkaru.
勘 平 は お 軽 の 出 発 を妨 げ る[山
帰 ノ 場]
DistressofKampeiandhis
family.
勘 平 と彼 の家 族 の 苦 悩[身 売
ノ場]
Karnpeiisallowedtojointhe
conspiracyatlast
勘 平 は つ い に 陰 謀 に加 わ る こ と
を許 さ れ た[連 印 ノ 場]
ThegarneofBlindman'sBuff
目隠 し鬼 の ゲ ー ム[眼 隠 ノ場]
TheDissipationofYuranoske.
由良 之 介 の 放 蕩[生 酔 ノ場]
TheDeviceofKudaiu.
九 太 夫 の 策 略[駕 秡 ノ場]
TheDiscomfitureofKudaiu.
九 太 夫 の 完 敗[一 力 酔 覚 ノ 場]
ThedespairofKonami.
小 浪 の絶 望[手 ノ 内 ノ場]
TherewardofKakogawa
Honzo,
加 古 川 本 蔵 の 報 い[白 髪 首 ノ場]
Repentance.
悔 い 改 め[本 蔵 最 後 ノ場]
TheproofofGihei.
義 平 の 証 明[義 平 男 達 ノ場]
TheoutrageonOsorlo.
お そ の へ の 非 道 な行 い[髪 切
ノ場]
Yuranoskeandhiscompanions
takeleaveofGiheiandOsono.
由良 之介 と彼 の 仲 間 は義 平 とおそ
の に暇 乞 い をす る[堺 出立 ノ場]
Retribution.
応 報[本 望 ノ場]
TheSpiritofYenyais
appeased.
塩 谷 の霊 は い や され た[焼 香
ノ場]
TheBridalJourney.
花 嫁 の 旅[山 科 行 ノ場]
Takasagoonot1「a.
高 砂 ノ 浦[播 州 高 砂 ノ浦]
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